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新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 新年のごあいさつ 
憲法を守り　平和な町を 

福崎町長　　嶋 田 正 義 

福崎町議会議長　　松 岡 秀 人　 

改革の年に 

２ 

　○○○○○○○○○○ 　新年おめでとうございます。 
　新しい年を迎えるたびに、今年はよい年であってほしいと思い、そんな年にし
たいと思います。 
　町長になって町民の皆様からたくさんの声を聴いてきました。まとめると三つ
です。 
　一つ目は、元気で各方面で活動ができ、病気になった時は安心してお医者さん
に診てもらえることです。 
　二つ目は、働く場所があって、収入が保障され、そのお金をつかって買い物や
レジャーを楽しめることです。 

　三つ目は、いじめを受けず、差別されず、地域、職場、学校等で仲良く集団生活ができることです。 
　こんな願いに応えられるような世の中であってほしいと思います。 
　昨年は世界各国でトップを決める選挙がありました。今　昨年は世界各国でトップを決める選挙がありました。今年はその指導者によって落ち着年はその指導者によって落ち着いた政治が展開いた政治が展開
されることを希望しています。 
　私は、基本的人権を守り、一人ひとりを大切にし、平和を守り、「町民こそ町政の主人公」の立場を守
り、憲法をくらしに生かす町政をめざしてきました。 
　年末の選挙で気になることは、憲法を変えて軍隊を復活　年末の選挙で気になることは、憲法を変えて軍隊を復活させようとする力が増えたことさせようとする力が増えたことです。小学４年です。小学４年
生まで戦争を体験した者として、戦争はもうこりごりです生まで戦争を体験した者として、戦争はもうこりごりです。再び武器を持って戦争をする。再び武器を持って戦争をすることは絶対にあことは絶対にあ
ってはならないと思っています。次の大戦があれば、きっってはならないと思っています。次の大戦があれば、きっと核兵器が使用されるでしょうと核兵器が使用されるでしょう。そうなれば、。そうなれば、
これまでのような被害ではすまないと思います。憲法をしこれまでのような被害ではすまないと思います。憲法をしっかりと守り、平和な日本の歩っかりと守り、平和な日本の歩みをより豊かにみをより豊かに
していかなければなりません。 
　いま、福崎町自治基本条例の制定をめざす取り組みを進　いま、福崎町自治基本条例の制定をめざす取り組みを進めています。町民の参画と協働めています。町民の参画と協働によるすばらしによるすばらし
い町づくりが進展するよう、がんばりたいと思っています。 
　本年もよろしくお願いいたします。 
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たいと思います。 
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い町づくりが進展するよう、がんばりたいと思っています。 
　本年もよろしくお願いいたします。 

　新年あけましておめでとうございます。 
　皆様におかれましては、輝かしい新年を健やかにお迎えのことと心からお慶び
申し上げますとともに、福崎町議会を代表いたしまして、謹んで新年のごあいさ
つを申し上げます。 
　さて、昨年末には衆議院議員総選挙が行われ、新政権が誕生しました。新しい
年のはじまりとともに、新しい政治にも期待したいものです。 
　私ども福崎町議会も、今年の４月には４年の任期が満了します。昨年の１２月定
例議会で福崎町議会議員の定数を定める条例が改正され、次回の選挙から、現在
の定数１６人を２人削減して、１４人となることに決まりました。 

　議会では、福崎町議会基本条例の制定に向けて、議員一　議会では、福崎町議会基本条例の制定に向けて、議員一丸となって現在取り組んでいま丸となって現在取り組んでいます。この条例す。この条例
は、住民自治の視点から議会と議員活動に必要な基本事項は、住民自治の視点から議会と議員活動に必要な基本事項を具体的に明文化することで、を具体的に明文化することで、開かれた議会運開かれた議会運
営をめざしています。福崎町の発展と活性化のために更なる議会改革を進めていく決意です。 
　今年の干支は「巳」でございます。蛇は脱皮することから「復活と再生」を連想させます。そして
「巳」という字は、蛇が冬眠から覚めて地上にはい出す姿「巳」という字は、蛇が冬眠から覚めて地上にはい出す姿を表しているとも言われていまを表しているとも言われています。東日本大震す。東日本大震
災、そして福島の原発事故が日本全体に大きな影を落とし災、そして福島の原発事故が日本全体に大きな影を落とし、未だ完全に復興したとは言え、未だ完全に復興したとは言えない今日、今年ない今日、今年
こそは、日本の経済が復活し、そして再生できることを心から願っています。 
　結びにあたり、町民の皆様のご健康とご多幸を心からご　結びにあたり、町民の皆様のご健康とご多幸を心からご祈念申し上げまして、私の新年祈念申し上げまして、私の新年のあいさつといのあいさつとい
たします。 
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たします。 
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行事予定（１月１９日～２月７日） 

おはなし会 

1月19日（土） 
11：00～ 

えほんのじかん 
2月6日（水） 
11：00～ 

子ども映画会 

1月26日（土） 
14：00～ 

「スプーンおばさん： 
大もの魚つり　他」 

資料整理日 2月7日（木） 休館 

◆チケットのご予約・お申込み・その他お問い合わせはエルデホール 
　（　２３－１６５５　fax２３－１６５６）まで 
　【１月の休館日】１日～３日・１０日・１５日・１７日・２４日・３１日 
　【２月の休館日】７日・１２日・１４日・２１日・２８日 
　E-mail　 erude@town.fukusaki.hyogo.jp 
　http://www.erude.town.fukusaki.hyogo.jp/

★エルデホール催物のご案内★ 
チケット好評発売中！ ２月11日（月・祝） 2月の催し 

第１０回　エルデ社交ダンスパーティー 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書8冊　　児童書3冊 
「おもかげ復元師」　　　笹原留似子 
「光降る丘」　　　　　　熊谷　達也 

絵本の読み聞かせ講座 

日　時　２月３日（日）１４：３０開演（１４：００開場） 
場　所　エルデホール 
公演団体　音楽の館フィルハーモニー管弦楽団 
出　演　 
　稲庭　達（第１ヴァイオリン） 
　谷本華子（第２ヴァイオリン） 
　俣野由美（ヴィオラ） 
　秋津智承（チェロ） 
　長谷川悟（お話とコントラバス） 
　赤松美幸（ソプラノ） 
　丸山聡美（ピアノ） 
主な曲名　 
　・・モーツァルト歌劇「魔笛」序曲 
　・・長谷川悟編曲「ボサノバ風サン＝サーンス白鳥」 
　・・アンダーソン作曲「踊る猫～タイプライター～フィドル・ファドル」 
　・・すぎやまこういち作曲 
　　「ドラゴンクエストより王宮のロンド～レクイエム」 
　・・長谷川悟編曲 
　　「涙そうそう～千の風になって」「情熱大陸」　ほか 
入場料　無料 
　世界で活躍してきた一流奏者が一堂に集い、
豪華に、華麗に、楽しく、情熱的に演奏しま
す。弦楽五重奏にソプラノとピアノが加わる
アンサンブルをお楽しみください。楽器の楽
しい解説もあります。どうぞお気軽にお越し
ください。 
問い合わせ先　文化センター（　２２－３７５５） 

■出演／一般の社交ダンス愛好家のみな
さん、ドイ・ダンススクール所属の西
井雄紀さん、春名梓さんによるデモン
ストレーションもあります！ 
■開演／１３：３０（開場１３：００） 
■入場料／１,０００円（当日２００円増） 
☆メインホールがダンスフロアに大変身！
社交ダンスがお好きな方なら、どなたで

もご参加いただけます。デモンストレーションを披露し
ていただくプロの西井さん・春名さんペアの華麗なダン
スは必見です！観覧のみの方も毎年多数お越しいただい
ていますので、ぜひ、お気軽にお申し込みください♪ 

スペシャルファミリーコンサート スペシャルファミリーコンサート スペシャルファミリーコンサート 
県民芸術劇場 

日　時　１月２７日（日） 
場　所　エルデホール 
出演グループ 
　・・サルビア保育園 
　・・田原っ子合唱団 
　・・姫学保育園 
　・・福崎アルコバレーノ少年少女合唱団 
　・・福崎東中学校合唱部 
　・・兵庫西ＪＡ女性会福崎支部七種会＆もちの木会 
　・・女声合唱団ポーコ・ア・ポコ＆福崎西中学校合唱部 
　・・童謡・唱歌の学校 
　・・福崎小学校ＰＴＡコーラス“玉響” 
　・・福崎ひるハーモニー 
　・・アポロン 
　・・合唱団サリマライズ 
　・・ＫＦＫ典楽会 
　・・福崎高等学校ギター・マンドリン部 
　・・福崎高等学校吹奏楽部 
　入場は無料です。ぜひ、お越しください。 

（文化センター） 

第２６回「ふるさと文化祭」のご案内 第２６回「ふるさと文化祭」のご案内 

　絵本を読んでもらった子どもは本
が大好きになります。良い絵本を読
んであげましょう。 
　第１回　１月２３日（水） 
　第２回　２月２７日（水） 
　第３回　３月２７日（水） 
 
講師　姫路おはなしの会 
　　　　　小栗栖真弓 さん 

申込は 
図書館へ 

３ 



４ 

　１２月２日、福崎町文化センターで「第６回神崎郡子

ども会オセロ大会」が開催されました。参加者８３人が

盤上で熱い対戦を行い、互いの知恵を競い合いました。 

　福崎町内参加者で入賞された方は次のとおりです。

おめでとうございます。 

 

 

 

　また、各部の上位入賞者１６人は、２月２４日に開催さ

れる「第６回中播磨子ども会オセロ大会」に出場され

ます。がんばってください。 

神崎郡子ども会オセロ大会開催！ 

【高学年の部】 
準優勝　多田紗也佳 
第３位　越智達也 

【低学年の部】 
優　勝　松岡洋伸 
準優勝　楠田一葉 

みどり豊かなふるさと大賞 

　第５回ひょうご水土里のふるさとフォーラムが１２月

１５日に兵庫県公館で開催され、「庄集落ダブルクリー

ン保全隊」が最高の知事賞を受賞されました。 

　平成１１年に立ち上がった八千種営農組合（現在

は（株）八千種営農）を母体に、営農を中心とした

組織づくりを推進し、地域連携による営農体制の

強化を行いました。 

　「ぼちぼち　せけせけ」（あせらずゆっくり、時に

は早く）をキャッチフレーズにした①地域の農地保

全②地産地消による安全・安心な農産物の提供③

都市との交流と地域の活性化の取り組みが評価さ

れました。　　　　　　　　　　　　　（産業課） 

　１１月１６日、町民第１グランドで「福崎町老人グラウ

ンド･ゴルフ大会」が、５０チームの参加を得て開催さ

れました。 

　天候にも恵まれ、選手のみなさんは日頃の練習の成

果を十分に発揮されて、パワーあふれる姿が印象的で

した。 

　結果は次のとおり。 

優　勝　西治第２チーム　　準優勝　新町第３チーム 

第３位　西大貫チーム　　　敢闘賞　山崎第２チーム 

　おめでとうございます。上位チームは中播磨大会に

福崎町代表として出場されます。 

　ご声援をよろしくお願いします。 

（健康福祉課） 

福崎町老人グラウンド・ゴルフ大会開催！ 

優勝した「西治第２チーム」のみなさん 

「庄集落ダブルクリーン保全隊」が知事賞受賞！ 



　所得税法や地方税法では、所得申告する本

人または扶養親族等が障害者に該当する場合、

『障害者控除』として一定金額を所得から控

除することができます。 

　この障害者控除の対象となる人は、一般的

には、身体障害者手帳や精神障害者保健福祉

手帳の交付を受けている人ですが、手帳を持

っていなくても「年齢が満６５歳以上の人で、

精神又は身体に障害があり、その障害の程度

が前記の人に準ずるものとして市町村長の認

定を受けている人」も、障害者控除を受ける

ことができます。 

　この判定は、介護保険の要介護度や訪問調

査等でお聞きした内容をもとに行います。 

（要介護認定を受けているからといって、必

ずしも障害者控除の対象になるとは限りませ

ん。） 

　確定申告に必要と思われる方は、事前に役

場健康福祉課介護保険係に申請してください。

認定された方には、後日、認定書を交付しま

すので、確定申告時に提出してください。 

　確定申告時に障害者控除対象者認定書を提

出しないと障害者控除は認められません。 

問い合わせ先 

　健康福祉課　介護保険係（内線３５３・３５４） 

　福崎町では、医療・保健・福祉関係者や介護保険被保

険者の代表者を委員とする介護保険運営協議会を設置し、

高齢者福祉計画や介護保険事業計画の進捗状況、介護サ

ービスの評価などを行うことにより、事業の円滑な推進

を図ることとしています。介護保険運営協議会委員は、

医療関係者、町議会代表者、保健福祉関係者、被保険者

代表者及び行政機関職員によって構成されています。 

　介護保険に関しての意見や提言を幅広く反映させるため、

被保険者代表として２人の委員を募集します。 

応募資格　・町内在住の介護保険被保険者で年齢４０歳以

上７０歳未満の方（平成２５年２月１日現在） 

　　　　　　※再任の場合は７４歳まで 

・平日の午後に開催する会議に出席できる方 

　（年間２～３回程度開催予定） 

・介護保険事業関係者以外の方 

募集人員　２人（応募者多数の場合は抽選） 

任　　期　平成２５年３月１日～平成２８年２月２９日 

応募締切　１月３１日（木）まで 

応募方法　住所、氏名、生年月日、性別、職業、主な経歴、

電話番号、応募動機を記載した申込書（指定

書式）を提出してください。 

　　　　　（持参、郵送、eメール可） 

※指定書式は役場　健康福祉課にあります。福

崎町公式ホームページにも掲載しています。 

応 募 先　健康福祉課　介護保険係（内線３５３） 

　　　　　eメール：ｆｕｋｕｓｈｉ＠ｔｏｗｎ．ｆｕｋｕｓａｋｉ．ｈｙｏｇｏ．ｊｐ 

要介護認定者の障害者控除 
対象者認定書交付のお知らせ 

介護保険からのお知らせ 

介護保険運営協議会委員を募集します 

　福崎町では、もち麦生産組合の協力を得て、学校での食育

活動を通して特産もち麦の歴史と栽培のようすを伝える活動

を行っています。 

　その一環として、１２月１２日、八千種小学校の児童が、も

ち麦の歴史や栽培のようすを生産者から聞いたのち、自分で

もちむぎ麺打ちを行いました。 

　３０人の児童たちは、「自分で打ったもちむぎ麺はとってもおいし

かった。」「もち麦生産組合のおじさんの話をきいて、もち麦が２５

年近く前からつくられていることがわかった。」「もちむぎのかみ

しばいのフクちゃん、サキちゃんがかわいかった。」など、それぞ

れに地域の食材、地域の農業への関心が深まったようです。 

　このような取り組みを通して、伝統的な食文化や郷土料理、地

域の食材に興味や理解が深まるとともに、食の安全・安心への関

心がより一層深まることを願っています。 

学校の取り組み 
｢もち麦を知る！もちむぎ麺を打つ！｣　 
学校の取り組み 
｢もち麦を知る！もちむぎ麺を打つ！｣　 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

５ 

て
い
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に
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て
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ね
い
に
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を
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ま
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て
い
ね
い
に
麺
を
切
り
ま
す 



福崎町 

福崎小学校６年　藤本侑希 

福崎東中学校３年　牛尾真実子 

　
僕
の
通
っ
て
い
る
福
崎
西
中
学

校
で
は
、
「
西
の
日
」
活
動
と
い

う
自
主
的
な
清
掃
活
動
が
月
に
１

回
、
２４
日
あ
た
り
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
活
動
で
は
、
西
中
の
校
舎

や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
き
れ
い
に
す
る

こ
と
も
あ
れ
ば
、
校
外
の
公
共
施

設
や
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
僕
は
こ
の
活
動

に
毎
回
参
加
し
て
い
て
、
気
付
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
れ
は
、
僕
が
校
外
の
道
路
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
い
た
時
の
こ
と

で
す
。
学
校
の
周
り
の
道
路
に
は
、

作
業
に
持
っ
て
行
っ
た
大
き
な
ゴ

ミ
袋
が
２
つ
も
３
つ
も
い
っ
ぱ
い

に
な
る
ほ
ど
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や

ア
ル
ミ
缶
、
ビ
ン
な
ど
の
資
源
と

な
る
も
の
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

全
長
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
な
い
コ

ー
ス
に
で
す
。 

　
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
も
、
最
初
の
頃
の
活
動
で
は
、

「
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
ち
が
え

え
な
ぁ
。
」
と
か
「
む
っ
ち
ゃ
ゴ

ミ
拾
え
た
で
。
」
な
ど
の
感
想
し

か
持
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
　 

　
３
か
月
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
、
ま

た
「
西
の
日
」
活
動
の
中
で
ゴ
ミ

拾
い
が
あ
っ
た
の
で
、
僕
は
前
と

同
じ
コ
ー
ス
の
ゴ
ミ
拾
い
に
行
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
日
も
、
大
き
い
袋
が
２
つ

と
も
い
っ
ぱ
い
に
な
る
く
ら
い
の

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

僕
は
、
ど
う
し
て
た
っ
た
３
か
月

で
ゴ
ミ
が
こ
ん
な
に
も
落
ち
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
不
思
議
に
思
い
ま

し
た
。 

　
あ
る
日
の
夕
方
、
学
校
か
ら
家

に
帰
る
途
中
で
、
小
学
生
の
高
学

年
く
ら
い
の
子
が
、
川
の
中
や
溝

の
中
に
ゴ
ミ
を
捨
て
て
、
何
事
も

な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
ま
た
自
転

車
を
こ
い
で
、
ど
こ
か
に
行
っ
て

し
ま
う
の
を
見
ま
し
た
。
こ
れ
を

見
て
、
「
何
で
、
あ
い
つ
が
捨
て

た
ゴ
ミ
を
僕
ら
が
拾
わ
な
ア
カ
ン

ね
ん
。
」
と

腹
が
立
っ
て

し
ま
い
ま
し

た
。
　 

　
た
ぶ
ん
、

ゴ
ミ
を
捨
て

た
子
は
、
そ

ん
な
に
悪
い

こ
と
を
し
た

と
い
う
意
識

は
な
く
、
次
も
平
気
で
ゴ
ミ
を
捨

て
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
見
た
他
の
子
も
「
あ
の
子
が

捨
て
と
る
か
ら
、
僕
も
捨
て
て
い

い
わ
。
」
と
い
う
よ
う
な
軽
い
気

持
ち
で
ゴ
ミ
を
捨
て
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
人
が
増
え
て
い
く

と
、
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
の
ゴ
ミ
袋

は
、
２
つ
３
つ
で
は
済
ま
な
い
よ

う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
が

増
え
続
け
る
と
、
ゴ
ミ
が
あ
ふ
れ

る
町
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
僕

は
、
こ
の
ま
ま
で
は
ダ
メ
だ
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
道
端
を

見
る
と
ゴ
ミ
が
あ
ち
こ
ち
に
落
ち

て
い
る
よ
う
な
町
に
住
む
の
は
嫌

だ
と
思
い
ま
す
。
　 

　
今
、
僕
が
こ
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
の
は
「
西
の
日
」
活
動
の
お

か
げ
で
す
。
「
西
の
日
」
活
動
に

参
加
す
る
ま
で
は
、
道
端
に
ゴ
ミ

が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
い

た
り
、
ポ
イ
捨
て
を
す
る
人
を
見

て
も
、
「
何
し
と
ん
や
。
」
と
感

じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。 

　
実
際
に
、
１
年
生
の
頃
に
「
西

の
日
」
活
動
に
参
加
し
た
時
は
、

「
た
だ
ゴ
ミ
を
拾
え
ば
え
え
わ
ぁ
。」

と
い
う
半
分
お
遊
び
の
よ
う
な
軽

い
気
持
ち
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
１
年
以
上
こ
の

活
動
に
参
加
す
る
う
ち
に
、
「
自

分
の
手
で
こ
の
町
を
き
れ
い
に
し

た
い
。
」
と
か
「
少
し
で
も
ポ
イ

捨
て
す
る
人
が
減
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
無

関
心
・
無
意
識
だ
と
気
付
か
な
か

っ
た
ゴ
ミ
の
こ
と
も
、
意
識
す
る

と
気
に
な
っ
て
し
か
た
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

　
「
西
の
日
」
活
動
の
よ
う
な
清

掃
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
の
あ
る

人
は
、
僕
と
同
じ
よ
う
な
思
い
を

抱
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
僕
は
今
、
こ
の
活
動
は
「
や
れ

ば
や
る
だ
け
心
が
き
れ
い
に
な
る

活
動
だ
。
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な

い
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自
分
の

心
も
磨
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
僕

は
こ
れ
か
ら
も
「
西
の
日
」
活
動

に
全
力
で
取
り
組
み
続
け
ま
す
。 

八千種小学校３年　澤田龍輝 

「
西
の
日
」
活
動
を
通
し
て 

　
学
ん
だ
こ
と 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

岡
本
健
哉 

６ 

い
の
ち
は
ね
　
だ
い
じ
に
ま
も
る 

　
こ
こ
ろ
の
木 

田
原
小
学
校
４
年
　
　 

藤
原
　
翼 

あ
り
が
と
う
の
一
言
で 

　
ま
わ
り
の
人
も
友
だ
ち
も 

　
　
み
ん
な
あ
っ
た
か
い 

高
岡
小
学
校
４
年
　
　 

大
畑
杏
夏 

手
を
つ
な
ぎ
　
伝
わ
る
ぬ
く
も
り 

　
う
れ
し
い
な 

八
千
種
小
学
校
５
年
　 

上
田
珠
実 

一
人
じ
ゃ
な
い 

　
仲
間
は
あ
な
た
の
す
ぐ
そ
ば
に 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　 

石
川
荘
太 



生活科学 
センター 
だより 

ハイ！ 
神崎郡消費生活 
　中核センター 
　　相談員です 

か
つ
ら
の
訪
問
販
売
 

〔
相
談
〕 

　
女
性
が
突
然
訪
ね
て
来
て
、
か

つ
ら
を
勧
め
ら
れ
た
。
少
し
興
味

が
あ
っ
た
の
で
手
に
と
っ
て
見
て

い
る
と
契
約
書
を
出
し
て
き
た
。

わ
ず
ら
わ
し
い
手
続
き
が
必
要
な

ら
い
ら
な
い
と
断
っ
た
が
、
巧
み

な
話
術
で
購
入
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
価
格
は
３
万
円
で
、
１
万
円

を
手
渡
し
、
残
額
は
１
か
月
後
に

集
金
に
来
る
と
言
っ
て
帰
っ
て
行

っ
た
。 

　
１
か
月
が
経
過
し
た
が
、
集
金

に
来
な
い
。
ま
た
、
購
入
し
た
か

つ
ら
は
黒
す
ぎ
て
、
つ
け
る
の
を

た
め
ら
っ
て
い
る
。
今
更
解
約
す

る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。 

（
８０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
か
つ
ら
を
見
せ
て
も
ら
う
と
、

相
談
者
の
白
髪
交
じ
り
の
頭
に
は

似
合
わ
な
い
黒
い
も
の
で
し
た
。

契
約
か
ら
１
か
月
経
過
し
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
を
過
ぎ
て
い

ま
し
た
が
、
営
業
者
の
誠
実
さ
を

欠
い
た
販
売
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
か
つ
ら
は
新
品
状
態
で
支
払

い
も
完
了
し
て
い
な
い
た
め
、
契

約
の
解
除
を
求
め
ま
し
た
。
業
者

は
７５
歳
以
上
の
高
齢
者
の
契
約
に

は
同
居
人
の
了
承
を
得
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
が
、
本
契
約
で
は
了

承
を
得
て
い
な
い
た
め
、
ク
ー
リ

ン
グ
・
オ
フ
扱
い
で
の
解
除
に
応

じ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
既
払
い

の
１
万
円
を
現
金
書
留
で
返
金
し

て
も
ら
い
、
商
品
を
着
払
い
で
返

品
し
ま
し
た
。 

 〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
契
約
を
結
ぶ
と
、
正
当
な
理
由

が
な
け
れ
ば
契
約
を
や
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
正
当
な
理
由
の

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

・
未
成
年
者
が
親
権
者
の
承
諾
な

し
で
結
ん
だ
契
約
（
た
だ
し
、

小
遣
い
の
範
囲
内
の
低
額
な
も
の

や
成
人
し
て
い
る
と
ウ
ソ
を
つ
い

た
時
は
取
消
が
で
き
な
い
。
） 

・
相
手
に
だ
ま
さ
れ
て
契
約
し
た

場
合
（
ウ
ソ
の
説
明
を
受
け
て

契
約
し
た
時
や
、
業
者
が
不
利

益
な
内
容
を
わ
ざ
と
隠
し
て
勧

誘
し
契
約
し
た
時
で
す
。
） 

・
相
手
に
強
迫
さ
れ
て
恐
怖
心
か

ら
契
約
し
た
場
合 

・
相
手
が
契
約
で
定
め
た
義
務
を

催
促
し
て
も
実
行
し
な
い
場
合 

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る

契
約 

・
法
律
上
の
根
拠
に
も
と
づ
い
て

い
な
く
て
も
話
し
合
い
で
契
約

の
解
除
に
合
意
し
た
場
合
（
合

意
解
除
） 

　
こ
の
よ
う
に
法
律
で
契
約
の
解

除
を
定
め
て
い
て
も
、
悪
質
な
業

者
は
契
約
の
取
消
を
認
め
ず
、
支

払
っ
た
お
金
を
返
さ
な
い
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。 

　
契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。 

       

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
神
崎
郡
消
費
生
活
中
核
セ
ン
タ

ー
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問
い
合 

わ
せ
、
苦
情
は
、
神
崎
郡
消 

費
生
活
中
核
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

７ 

「ごみの減量」を心がけましょう 
３Ｒをご存じですか？ 

●Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース） 
　　発生抑制 

●Ｒｅｕｓｅ（リユース） 
　　再使用 

●Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル） 
　　再生利用 

●Ｒｅｆｕｓｅ（リフューズ） 
　　不要な物を受け取らない 

●Ｒｅｐａｉｒ（リペア） 
　　修理して長期間使う 

3R

5R

　３Ｒとは、左のように３つの単語の頭文字をとった
ものです。最近では、これに２つのＲを加えて５Ｒの
推進がなされ、ごみの減量化が進められています。 
　例えば、マイバッグを持参して買い物をすればレジ
袋の削減になり、それだけでもごみの減量につながり
ます。資源ごみの分別についても、リサイクルできる
ものはリサイクルにまわせば、焼却するごみの量を大
幅に減らすことができます。焼却するごみの量を減ら
すことでＣＯ２の発生量を削減することができ、地球温
暖化防止にもつながります。 
　福崎町では毎年７０００ｔを超えるごみを処理してい
ます。みなさんのほんの少しの心
がけでごみの処理量を減らすこと
ができます。どんなに小さなこと
でも身近に気付いたことから始め
てみましょう。 

（住民生活課） 



８ 

税務課からのお知らせ 

　平成２４年１月１日以後に生命保険会社または損害保険会社等と締結した保険契約
等（以下「新契約」）に係る生命保険料控除について、一般生命保険料控除の枠が保障
内容によって遺族保障等の「一般生命保険料控除」と介護保障・医療保障の「介護
医療保険料控除」に分離され、老後保障の「個人年金保険料控除」とあわせて３種
類の保険料控除に区分され、計算方法が変更になります。 
　平成２３年１２月３１日以前に締結した保険契約等（以下「旧契約」）については、区
分・計算方法とも従前のとおりです。 
　新契約と旧契約の双方の支払保険料等について控除の適用を受ける場合には、そ
れぞれの計算方法で算出された各保険料控除の合計額となります。 

■平成２５年度　課税の税制改正について 

【計算方法】 
●新契約（平成２４年１月１日以後の契約等）に係る控除　下の式にあてはめて計算した３種類の保険料控除の合計額 

（適用限度額） 

所
　
得
　
税 

控除対象保険料 

２０,０００円以下 

２０,００１～４０,０００円 

４０,００１～８０,０００円 

８０,００１円以上 

控除額（年間） 

保険料の全額 

保険料×１/２＋１０,０００円 

保険料×１/４＋２０,０００円 

４０,０００円 

住
　
民
　
税 

控除対象保険料 

１２,０００円以下 

１２,００１～３２,０００円 

３２,００１～５６,０００円 

５６,００１円以上 

控除額（年間） 

保険料の全額 

保険料×１/２＋６,０００円 

保険料×１/４＋１４,０００円 

２８,０００円 

●旧契約（平成２３年１２月３１日以前の契約等）に係る控除　下の式にあてはめて計算した２種類の保険料控除の合計額 

●新契約と旧契約の双方について控除の適用を受ける場合 

（適用限度額） 

所
　
得
　
税 

控除対象保険料 

２５,０００円以下 

２５,００１～５０,０００円 

５０,００１～１００,０００円 

１００,００１円以上 

控除額（年間） 

保険料の全額 

保険料×１/２＋１２,５００円 

保険料×１/４＋２５,０００円 

５０,０００円 

住
　
民
　
税 

控除対象保険料 

１５,０００円以下 

１５,００１～４０,０００円 

４０,００１～７０,０００円 

７０,００１円以上 

控除額（年間） 

保険料の全額 

保険料×１/２＋７,５００円 

保険料×１/４＋１７,５００円 

３５,０００円 

一般生命保険料控除 

＋ ＋ ＝ 
（生命保険料控除） 

○ 所 １２０,０００円 上限 

○ 住 　７０,０００円 

（個人年金保険料控除） 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

（介護医療保険料控除） 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

（一般生命保険料控除） 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

＋ ＝ 
（一般生命保険料控除） 

○ 所 ５０,０００円 
○ 住 ３５,０００円 

（個人年金保険料控除） 

○ 所 ５０,０００円 
○ 住 ３５,０００円 

（生命保険料控除） 

○ 所 １００,０００円 上限 

○ 住 　７０,０００円 

○ 所 ４０,０００円 適用限度 

○ 住 ２８,０００円 

介護医療保険料控除 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

個人年金保険料控除 

○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

○ 所 ５０,０００円 適用限度 

○ 住 ３５,０００円 
○ 所 ５０,０００円 
○ 住 ３５,０００円 

○ 所 ４０,０００円 適用限度 

○ 住 ２８,０００円 
○ 所 ４０,０００円 
○ 住 ２８,０００円 

＋ 

＋ ＋ 

＋ 

＋ ＋ 

新
契
約 

旧
契
約 

合
計 

※旧制度と新制度の対象契約の双方に加入し、一定額以上保険料を支
払っておられる方は、上記の場合によらないことがあります。 
※町の申告相談会場へは、保険料控除証明書を全てご持参ください。 

問い合わせ先　税務課　町民税係（内線３４４・３４５） 

税務署からのお知らせ 

確定申告の申告受付 

日時　２月１日（金）～３月１５（金） 
　　　９：００～１７：００ 

（なるべく１６：００まで
にお越しください。） 

会場　姫路労働会館  
※申告書は、国税庁ホーム
ページ（http://www.nta.go.jp）
からも作成することがで
きます。 
※土・日・祝日を除きます。
ただし、２月２４日（日）・
３月３日（日）は、会場（姫
路労働会館）を開設してい
ます。 
問い合わせ先　姫路税務署 
　　　０７９－２８２－１１３５（代） 



下水道課からのお知らせ 

下水道に油を 
　　流さないでください 
下水道に油を 
　　流さないでください 
　油の多い食事をして、おなかをこわしたり食べ物を

のどに詰まらせたりしたことはありませんか？ 

　下水道も同じです。台所から油や野菜くず、トイレ

から水に溶けないものを流すと、下水道がおなかをこ

わしてしまい、排水管が詰まって汚水があふれたり、

汚水処理施設の機能を低下させてしまいます。 

　排水口に油を流すと、下水道管の中で固まって「つ

まり」や「悪臭」の原因になります。 

　福崎町においても、みなさんの身近なところで宅地

内の配水管やマンホールが油で完全に詰まり、下水道

が使えなくなったり、悪臭が出た事例が発生していま

す。 

供用開始済み区域で新たに公共ますを設置される方へ 
　福崎町公共下水道新規加入者取扱要綱及び
福崎町下水道新規加入者取扱要綱の改正に伴い、
公共ますの特別設置（※１）における施工業 
者（※２）の選定方法を厳格化しました。 
 
（※１）公共ますの特別設置とは･･･ 
　下水道が供用開始された区域において、
新築や改築などで新たに公共ます及び取付
管の新設を行うことをいいます。 
 
（※２）施工できる業者は･･･ 
　福崎町建設工事等入札参加資格がある業
者に限ります。（排水設備指定工事店の資格
だけではできません。）建設工事等入札参加
資格については、企画財政課（内線２３２）に
お問い合わせください。 
 

問い合わせ先　下水道課（内線３１３） 

●飲食店等のみなさんへ● 
　飲食店等で設置されているグリーストラップ（油

脂類遮断装置）は、毎日のバスケット清掃及び

月に1回程度の沈殿物の清掃が必要です。 

油で閉塞したマンホール 

水洗化率の向上をめざして 

「福崎町下水道事業普及推進員」 
を配置します 

　福崎町では、公共水域の水質保全・生活環境の

向上や、公共下水道事業・農業集落排水事業推進

に対する町民のみなさんの理解を深め、水洗化率

の向上を図るため、福崎町下水道推進員を配置し

ます。 

　推進員は今月中旬から下水道未接続世帯を訪問し、

接続への呼びかけと意向調査等の実情把握を通じて、

接続拡大を図ります。みなさんからお寄せいただ

いたデータは、今後、下水道接続推進資料として

活用させていただきます。 

　推進員による普及活動について、ご理解とご協

力をよろしくお願いします。 

　なお、下水道推進員は、「福崎町下水道事業普

及推進員」の名札を付けています。 

境界 

民有地 
（宅地等） 

公有地 
（道路等） 

個人が施工・管理します 

町が施工・管理します 

下水道本管 
公共ます 

1m

福崎町排水設備指定工事店
の登録がある業者 

福崎町建設工事等入札参
加資格がある業者 

９ 



農業委員会

農業委員会 
だより 

　「農地パトロール」は、毎年８月から１１月の間を全国統一の「農地パ

トロール月間」として設定し、地域の農地利用の総点検、遊休農地の発

生防止・解消指導及び違反転用防止対策を重点的に行うものです。福崎

町農業委員会では、各委員の担当地域ごとの５班に分かれ、１０月２２日・

２３日の２日間実施しました。 

　パトロールでは、長年の耕作放棄によって灌木が生い茂って

いるところや、２ｍ以上はあろうかという草が生えている田も

確認されました。 

　今回実施した「農地パトロール」の結果については、１１月の

農業委員会総会で遊休農地一覧表により検討を行い、耕作放棄

地（約１０ha・１２９筆）の所有者に「農地の管理指導通知書」を送

付し、農業上の利用改善を図るなどの指導を行いました。なお、

昨年度以前の耕作放棄地（約１１ha）の内、約４haは解消されて

いました。 

　農地を耕作しないまま放置すると、カメムシなどの

病害虫が発生したり、イノシシやシカなどの有害鳥獣

を誘引する原因になり、付近の田に被害が発生したり

します。また、農地を一旦荒らしてしまうと、耕作可

能な状態に戻すには多大な費用と労力が必要になりま

す。ゴミや産業廃棄物が投棄されやすくなり、ちょっ

とした火が大きな火災の原因となることもありますの

で、農地の管理をしっかりとお願いします。 
 

問い合わせ先　福崎町農業委員会（産業課内・内線３９４） 

農地パトロールを実施しました 

もちもち具だくさん中華おこわ 
　いろいろな食材ともちむぎ精麦が入った具だく
さんおこわです。炊飯器でできるので簡単です。
コーンの代わりに、かためにゆでた小豆を加える
のもおすすめです。 
材料（５人分） 
もちむぎ精麦：１/２合 
もち米　　　：３合 
鶏がらスープ：３カップ 
人参　　　　：１/３本 
干ししいたけ：３枚 
焼き豚　　　：１００ｇ 
ゆでたけのこ：１３０ｇ 
ホールコーン：適量 
塩　　　　　：１０ｇ 
ごま油　　　：適量 

作り方 
①精麦ともち米はあわせて洗い、１時間以上
水に浸して、ざるにあげ、水を切っておく。 
②人参、干ししいたけ、焼き豚、ゆでたけの
こは５mm角に切る。 
③②をごま油で炒める。 

④③にごま油を足して①
を加えて軽く炒める。
（焦がさないように気
を付けてください。） 
⑤釜に④を入れ、鶏がら
スープ（干ししいたけ
の戻し汁とあわせて３
カップ）、塩を入れて
炊き上げる。 
⑥炊き上がったら、ホー
ルコーンを混ぜて、で
きあがり。 

１０ 
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ドレミ　毎月第２木曜日　１０：００～１１：００ 

１月１０日（木）・２月１４日（木）　八千種研修センター 

　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズム遊び、身体

遊びなどを楽しみます。 

ぐりとぐら　毎月第１木曜日　１０：００～１１：００ 

２月７日（木）　文化センター　２階　和室 

　わらべうた・絵本の読みきかせ・パネルシアターなど、

親子でいっしょに楽しみます。 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

「あそびのひろば」 

　振ると音がする簡単な楽器（マラカス）を作ったり、
かわいい楽器をさわって遊びませんか？どんな音がする
のかな？ 
日　時　２月２５日（月）　１０：００～１１：００（受付９：４５～） 
場　所　にこにこひろば 
対　象　就学前の子どもとその保護者 
用意するもの 
　プリンや飲み物の空き 
　容器（同じものを２つ） 
申込先　にこにこひろば 
定　員　１５組 

　昔から伝わる「わらべうた遊び」は、手

と手をつなぎ、心と心をつなぐふれあい遊

びです。横山先生のわらべうたの心地よい

響きに包まれながら、親子でいっぱいふれ

あって、わらべうた遊びを楽しみませんか？ 

日　時　２月１８日（月）１０：００～１１：００ 

　　　　（受付９：４５～） 

場　所　八千種研修センター 

講　師　横山優子さん 

対　象　２歳以下の子どもとその保護者 

申込先　おひさまらんど 

定　員　１５組 

　　※動きやすい服装でお越しください。 

　楽器が奏でる美しい音色は、聴く人のこころとからだを優しく包み

込み、おだやかな気持ちにしてくれます。そんな温かいコンサートを

親子で楽しみませんか？ 

※申込は不要です。 

日　時　１月３０日（水）１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 

場　所　エルデホール　メインホール 

出　演　NPO法人「音楽の家」　松浦律夫さん　他 

（問い合わせ先：ともだちひろば） 

　広いスペースに、すべり台・アップダウントレーニングマット・ト

ンネルなどの大型遊具、ままごとあそび、木のおもちゃ、手づくりの

おもちゃ、絵本など、あかちゃんからの遊具をそろえています。また、

オムツ替え・授乳コーナーやおべんと

うひろばがあります。親子活動中でも

利用できます。９時から１６時まで開設

しています。 

　子育て中のお母さん・お父さんはも

ちろん、孫育て中のおばあちゃん・お

じいちゃん、来所をお待ちしています。 

毎月第３火曜日　１０：００～１４：００ 
１月１５日（火） 
文化センター２階　和室 
個別相談員：大内和恵 
※申込は下記の３施設で受付します。 

個別相談 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 

文化センター2階 
　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 

田原幼児園内 
　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp
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今
か
ら
１
２
７
年
前
に
「
銀
の

馬
車
道
」
沿
い
に
建
て
ら
れ
た
旧

神
崎
郡
役
所
は
、
３１
年
前
の
昭
和

５７
年
３
月
に
、
現
在
地
に
移
築
・

復
元
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
同

年
１０
月
に
は
町
立
神
崎
郡
歴
史
民

俗
資
料
館
と
し
て
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
昨
年
開
館
３０
周
年
を

迎
え
た
歴
史
民
俗
資
料
館
の
歩
み

を
、
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
資
料
館
で
は
、
特
別
展
や
企
画

展
を
開
催
す
る
だ
け
で
な
く
、
大

庄
屋
三
木
家
の
資
料
調
査
、
町
内

の
古
文
書
や
石
仏
の
調
査
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和

６０
年
に
は
、
福
崎
町
史
編
集
室
も

設
置
さ
れ
、
『
福
崎
町
史
』
全
４

巻
を
編
集
発
行
し
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
調
査
・
研
究
活
動
の

ほ
か
、
平
成
５
年
か
ら
は
、
小
学

５
・
６
年
生
を
対
象
と
し
た
「
ふ

く
さ
き
歴
史
体
験
隊
」
を
企
画
し
、

土
器
づ
く
り
や
郷
土
料
理
づ
く
り

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
通
し

て
、
ふ
る
さ
と
福
崎
の
魅
力
を
学

ん
で
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
近
年
は
連
続
講
座

や
古
文
書
講
座
な
ど
を
開
催
し
、

地
域
の
み
な
さ
ん
の
知
的
好
奇
心

に
お
こ
た
え
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
１１
月
に
は
歴
民
で

「
開
館
３０
周
年
式
典
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
雨
の
な
か
大
勢
の
お
客

様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
会
場
は

超
満
員
で
し
た
。 

　
そ
の
な
か
で
、
特
別
展
「
播
磨

国
風
土
記
」
に
ち
な
ん
で
、
図
書

館
応
援
隊
の
み
な
さ
ん
に
播
磨
国

風
土
記
の
紙
芝
居
と
朗
読
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
作
り

の
紙
芝
居
は
大
変
温
か
み
の
あ
る

も
の
で
、
朗
読
は
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
風
土
記
の
原
文
を
じ
っ
く

り
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
大
盛
況

の
う
ち
に
式
典
を
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
歴
民
は
無
事
開
館
３０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
、
開
館
時
か
ら
の

累
計
入
館
者
数
も
１７
万
人
を
突
破

し
ま
し
た
。 

　
県
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
郡

役
所
の
建
物
を
有
効
に
活
用
し
、

今
後
も
み
な
さ
ん
の
ご
期
待
に
沿

え
る
資
料
館
と
し
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。 

郡役所の魅力　第４話 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

「
郡
役
所
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
へ
」 

▲開館３０周年式典のようす 

 

▲特別展でにぎわう館内 

こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
所

得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残

っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を

支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人

生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー

ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。 

　
ま
た
、
国
が
責
任
を
も
っ

て
運
営
し
て
い
る
た
め
、
支

給
さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額

が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ

る
な
ど
、
と
て
も
有
利
で
安

心
な
制
度
で
す
。 

義
務
と
権
利 

　
日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で

の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
年

金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納

付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金

を
受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。 

加
入
手
続
き
が
必
要
な
人 

　
学
生
や
自
営
業
者
な
ど
、

２０
歳
に
な
っ
て
第
１
号
被
保

険
者
と
な
る
方
（
フ
リ
ー
タ

ー
や
無
職
の
方
も
含
む
）
は
、

役
場
住
民
生
活
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員

（
第
２
号
被
保
険
者
）
や
、

そ
の
第
２
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
る
配
偶
者
（
第
３
号

被
保
険
者
）
は
、
勤
務
先
の

事
業
所
が
加
入
手
続
き
を
行

う
た
め
、
個
別
の
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

保
険
料
は
月
額
１
万
４
９
８
０
円 

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

の
平
成
２４
年
度
の
保
険
料
額
は
月

額
１
万
４
９
８
０
円
で
す
。 

　
学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入

が
少
な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
を
す
る
と
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
・
免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。 

　
こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
国

民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
と
、
老
後
に
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低

く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
「
万
が
一
」
の
と
き

に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な

ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。 

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制

度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う 

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

所
得
が
な
い
学
生
本
人
の
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。 

　
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業
者

の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
っ
て

「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
を
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

○
姫
路
年
金
事
務
所 

　
０
７
９
・
２
２
４
・
６
３
８
２ 

○
住
民
生
活
課
（
内
線
３
７
４
） 
20歳になったら国民年金に加入しましょう 

１２ 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
施
設
利
用
に
つ
い
て 

　
宿
泊
の
み
の
利
用
も
可
能
で
す
。 

　
１
人
で
も
宿
泊
し
て
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
２
月
１９
日
（
火
） 

　
　
３
月
１９
日
（
火
） 

　
　
４
月
１６
日
（
火
） 

★
予
約
申
込
は
、
利
用
日
の
属
す

る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら
予

約
で
き
ま
す
。
（
４
月
中
の
利
用

は
２
月
１
日
か
ら
の
予
約
と
な
り

ま
す
。
） 

★
町
民
ふ
れ
あ
い
の
部
屋 

　
月
曜
日
と
木
曜
日
は
大
広
間
の

一
部
を
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
開
放
し
て
い
ま
す
。
風
呂
利

用
者
ま
た
は
昼
食
を
申
し
込
む
方

は
休
憩
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
簡

単
な
昼
食
は
当
日
申
込
で
き
ま
す
。 

★
風
呂
の
み
の
利
用
者
は
、
午
前

１０
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
に
入
館

し
て
く
だ
さ
い
。
タ
オ
ル
は
各
自

ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

県
立
姫
路
聴
覚
特
別
支
援
学

校
（
保
育
相
談
部
・
幼
稚
部
）

幼
児
募
集 

　
兵
庫
県
立
姫
路
聴
覚
特
別
支
援

学
校
で
は
、
平
成
２５
年
度
保
育
相

談
部
・
幼
稚
部
の
幼
児
を
募
集
し

ま
す
。 

対
象
者
　
兵
庫
県
に
住
所
を
有
し

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
幼
児 

申
請
受
付
期
間
　
１
月
２８
日（
月
）

〜
２
月
１
日（
金
）正
午 

問
い
合
わ
せ
先 

県
立
姫
路
聴
覚
特
別
支
援
学
校 

　
０
７
９
・
２
８
４
・
０
３
３
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
・
２
２
２
・
５

２
３
７ 

  

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発

校
訓
練
生
募
集（
第
２
回
募
集
） 

　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
４
月
入
校
の
訓
練
生
を
募

集
し
ま
す
。 

対
象
者
　
身
体
障
害
者
（
所
定
の

条
件
を
満
た
す
方
） 

受
付
期
間
　
１
月
２３
日（
水
）ま
で 

選
考
日
　
２
月
６
日（
水
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校 

　（
担
当
）
今
井
・
日
置 

　
　
０
７
２
・
７
８
２
・
３
２
１
０ 

春
休
み
海
外
派
遣
事
業
参
加

者
募
集 

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

で
は
、
体
験
を
通
し
て
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
、
春
休
み
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

参
加
費
　
２９
・
８
万
円
〜
４３
・
８

万
円
（
共
通
経
費
は
別
途
） 

※
１
月
２８
日
（
月
）
ま
で
に
申
込

の
方
は
早
割
あ
り 

対
象
　
小
３
〜
高
３
の
方 

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー 

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
文
化
交
流
、
学

校
体
験
、
英
語
研
修
、
地
域
見

学
、
野
外
活
動
な
ど 

日
程
　
３
月
２４
日
〜
４
月
５
日（
９

〜
１２
日
間
） 

　
※
事
業
に
よ
り
異
な
る 

締
切
　
２
月
４
日（
月
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　（
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会 

　
　
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.kskk.or.jp

お知らせ 

information

各種の相談事業（定例分） 各種の相談事業（定例分） 
サルビア会館でさまざまな相談を受けて 
いますのでご利用ください。　　　　　 

人権相談 
　毎月第3水曜日　10:00～15:00 
　（担当＝住民生活課・内線374） 

なやみごと相談 
　毎月第1・3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝社会福祉協議会・　○0300） 

母子相談 
　毎月第2・4月曜日　10:30～15:00 
　（担当＝健康福祉課・内線353） 

行政相談 
　毎月第3水曜日　13:00～15:00 
　（担当＝総務課・内線221） 
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１３ 

もちむぎのやかた 
１月から営業時間が変わりました 
●土・日・祝日　　　　９：００～２０：００ 

　　　※レストランは１１：００～２０：００ 
　　　　（１９：３０オーダーストップ） 

●月・火・木・金曜日　９：００～１８：００ 
　　　※レストランは１１：００～１８：００ 
　　　　（１７：００オーダーストップ） 

 

 
●水曜日　　　　　　　９：００～１７：００ 

　　　※レストランは定休日 
 
　福崎町の特産「もちむぎ」の製造・販売、そしてお食事
まで楽しんでいただける「もちむぎのやかた」をぜひご利
用ください。 

（もちむぎのやかた：　２３－１５００） 

夜は、人数とお食事金額により、レストランを臨時的に貸
切りでご利用いただけます。詳しくはご相談ください。 



公
民
館
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

　
福
崎
町
公
民
館
ク
ラ
ブ
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
２５
年
度
公
民
館

ク
ラ
ブ
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　
あ
な
た
の
サ
ー
ク
ル
も
、
公
民

館
グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
せ
ん
か
？ 

　
申
し
込
み
は
、
１
月
１５
日（
火
）

か
ら
２
月
５
日
（
火
）
ま
で
で
す
。 

※
申
込
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
次
回

の
受
付
は
平
成
２６
年
度
に
な
り

ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
　
２２
・
３
７
５
５ 

  

猫
の
引
取
日
の
お
知
ら
せ 

　
兵
庫
県
で
は
、
毎
月
１
回
、
猫

の
引
き
取
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

猫
の
引
取
日 

　
１
月
２９
日（
火
） 

　
２
月
２６
日（
火
） 

　
３
月
２６
日（
火
） 

引
取
方
法 

　
当
日
の
朝
８
時
３０
分
か
ら
１０
時

ま
で
に
役
場
住
民
生
活
課
ま
で
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

料
金 

　
飼
い
猫
の
引
き
取
り
に
は
料
金

が
か
か
り
ま
す
。 

・
成
猫
１
匹
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

・
子
猫
１０
匹
ま
で
に
つ
き 

　
１
７
０
０
円 

＊
猫
の
捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

（
住
民
生
活
課
） 
 

ひ
め
じ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
事
業
出
張
相
談
会
開
催 

　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
働
く
自
信
が
な
い
、
ニ
ー

ト
、
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
１５
歳
か

ら
概
ね
３９
歳
ま
で
の
若
者
や
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
メ
ン
タ
ル（
精

神
・
健
康
）面
と
キ
ャ
リ
ア（
職
業
）

面
の
両
方
か
ら
支
援
す
る
も
の
で

す
。 

　
こ
の
た
び
、
神
河
町
・
市
川
町
・

福
崎
町
を
対
象
に
、
出
張
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。 

開
催
日
　
１
月
２５
日（
金
） 

内
容 

①
１３
時
３０
分
〜
１５
時 

【
お
や
サ
ポ
・
定
員
５
人
】 

・
「
息
子
が
な
か
な
か
働
こ
う
と

し
な
い
。
」「
家
族
と
し
て
今
、

何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
。
」
な
ど
、
同
じ
悩
み
を

持
つ
方
々
と
気
軽
に
語
り
合
い

ま
す
。 

②
１５
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分（
予
約
制
） 

【
相
談
】 

・
「
働
く
自
信
が
な
い
」
な
ど
の

心
の
問
題
を
抱
え
る
若
者
や
そ

の
保
護
者
か
ら
の
相
談 

・
就
労
し
よ
う
と
す
る
若
者
に
対

し
て
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
関
す
る

相
談 

※
①
お
や
サ
ポ
、
②
相
談
と
も
に

予
約
制
で
す
。 

相
談
員
　
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト 

会
場
　
サ
ル
ビ
ア
会
館
　
２
階 

　
　
　
研
修
室 

　
　
　
（
福
崎
町
役
場
北
） 

締
切
　
１
月
１８
日（
金
） 

主
催
・
共
催
　
ひ
め
じ
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
神
河
町
・

市
川
町
・
福
崎
町 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
町
役
場
　
産
業
課
（
内
線

３
９
１
） 

昔
の
遊
び
に
挑
戦
！ 

コ
マ
回
し
・
羽
根
つ
き
大
会

参
加
者
募
集
!! 

　
教
育
委
員
会
で
は
、
「
昔
の
遊 

ス
ポ
ー
ツ 

１４ 

お
お
む 

（社会教育課） 

掘りごたつをご利用ください（山小屋） 

カモの「えさ」をありがとうございました 

野外センターだより 

●文化センター行事予定（1／20～2／19） 

神崎学園 

日時：１月２４日（木）１０：００～１２：００　専門講座 

　　　２月１４日（木）１３：２０～１５：２０　専門講座 
 

福寿学園 

日時：２月１４日（木）１０：００～１２：００　専門講座 
 

老人大学一般教養講座（公開講座） 

日時：１月２４日（木）１３：２０～１５：００ 

演題：健康長寿をめざして 

講師：地域包括支援センター　保健師 

＊上記公開講座は、一般の方も参加できます。 

　野外センターの山小屋に掘りごたつを設置して
います。 
　冬の七種山、野外センターは、いつもとちがっ
た景色をみせてくれます。 
　野外センターでの活動、
なぐさの森での散策、文化
財・名勝巡りの際には、山
小屋の掘りごたつで、ほっ
こりおくつろぎください。 

　多くのみなさんから「かわいいカモたちに」と
心をこめた「えさ」をいただきました。 
　「えさ」を持参してくださった方は次のとおり
です。（敬称略） 
　宮　利康　松岡政行　豊國和好　関　良一 
　樫本博己（アヒル２羽） 



俳

句

会 

短

歌

会 

冬
初
め
母
に
シ
チ
ュ
ー
を
頼
む
子

等
　
　
　
　
　
　
　
廣
瀬
　
純
水 

 
初
冬
や
托
鉢
僧
行
く
京
の
街 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
ち
よ
の 

 

剪
定
し
明
る
き
庭
の
冬
は
じ
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
纓
女 

 

掌
に
な
じ
む
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
冬

始
め
　
　
　
　
　
　
田
原
よ
し
子 

 

日
の
ぬ
く
み
残
り
し
石
庭
に
冬
の

蝶
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
晃
美 

日
溜
り
に
来
て
翅
た
た
む
冬
の
蝶 

　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
せ
つ
子 

 

む
か
ご
飯
口
に
拡
が
る
野
の
匂
い 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
喜
代
子 

 

庫
裡
裏
に
一
群
れ
な
し
て
石
蕗
の

花
　
　
　
　
　
　
　
志
水
は
る
子 

 

無
住
寺
の
垣
根
の
内
に
石
蕗
の
花 

　
　
　
　
　
　
　
　
千
家
　
栄
子 

 

名
園
の
暗
き
に
石
蕗
の
花
あ
か
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
喜
美
子 

 

老
い
て
今
気
ま
ま
な
生
活
木
の
葉

髪
　
　
　
　
　
　
　
長
尾
美
恵
子 

但
馬
路
に
風
の
唸
り
や
冬
始
め 

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
栄 

 

ふ
ん
ぎ
り
つ
け
落
葉
と
焼
き
し
古

手
紙
　
　
　
　
　
　
藤
岡
　
照
代 

 

木
枯
ら
し
の
一
号
吹
き
し
通
院
日 

　
　
　
　
　
　
　
　
城
谷
　
秋
美 

 

句
会
終
え
帰
る
独
り
に
初
時
雨 

　
　
　
　
　
　
　
　
生
田
美
恵
子 

 

観
覧
車
今
朝
は
休
業
冬
に
い
る 

　
　
　
　
　
　
　
　
岸
上
和
津
美 

 

初
冬
と
言
う
も
地
球
廻
り
お
り 

　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
勝
美 

ふ
か
ぶ
か
と
魂
透
く
ま
で
の
夕
茜
　
空
の
は
た
て
は

普
陀
落
な
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
淨
代 

 

草
荷
な
ひ
雷
雨
の
道
を
戻
り
来
し
父
の
無
言
は
思
惟

の
つ
づ
き
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
八
重
子 

 

山
栗
の
落
ち
い
る
散
歩
の
径
す
が
ら
ひ
ろ
い
集
め
て

会
話
は
ず
め
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
向
井
記
美
子 
 

遠
い
日
の
記
憶
の
如
く
色
褪
せ
て
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー

バ
　
三
百
ペ
ー
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
旭 

 

樹
の
下
に
ほ
の
あ
か
り
せ
る
石
蕗
の
花
に
寄
り
つ
つ

な
が
く
蹲
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡
　
澄
子 

 

病
み
が
ち
て
す
べ
て
の
事
に
引
き
こ
も
る
妹
を
励
ま

し
我
を
も
励
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
　
大
畑
　
輝
代 

祭
り
に
は
咲
く
か
と
待
ち
ゐ
し
木
犀
は
香
ゆ
た
か
に

秋
を
深
む
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
　
　
健 

 

う
と
ま
れ
し
泡
立
草
の
二
番
花
咲
き
続
く
道
の
黄
の

色
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
枝
子 

 

酣
の
秋
の
天
空
き
ぬ
雲
に
天
女
の
舞
と
し
畦
よ
り
見

上
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
清
市 

 

降
り
た
ち
て
露
の
深
さ
に
お
ど
ろ
き
ぬ
望
月
め
で
る

ち
ち
ろ
鳴
く
こ
え
　
　
　
　
　
　
　
　
井
奥
　
輝
明 

 

仏
前
は
ほ
の
明
り
し
て
盆
に
盛
る
熟
れ
し
富
有
柿
秋

を
逝
か
し
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
山
　
嗣
隆 

み
ち 

た
ま 

だ 

ふ 

ら
く つ

く
ば 

い
も 

た
け
な
わ 

に 

わ 

く 

り 

は
ね 

く
ら
し 

び
に
挑
戦
！
」
と
題
し
て
、
コ
マ

回
し
・
羽
根
つ
き
大
会
を
開
催
し

ま
す
。 

　
近
ご
ろ
目
に
す
る
機
会
が
少
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し
と
羽
根
つ
き
。

昔
の
遊
び
の
楽
し
さ
を
体
験
し
て

み
ま
し
ょ
う
！ 

日
時
　
１
月
２６
日（
土
） 

　
　
　
９
時
３０
分
ス
タ
ー
ト 

場
所
　
第
１
体
育
館
　
球
技
室 

部
門 

○
コ
マ
回
し
大
会 

・
タ
イ
ム
レ
ー
ス
（
親
子
の
部
・

子
ど
も
男
子
の
部
・
女
子
の
部
） 

・
け
ん
か
ゴ
マ 

○
羽
根
つ
き
大
会 

参
加
資
格
　
町
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者 

参
加
料
　
１
０
０
円 

申
込
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
１

月
２０
日
（
日
）
ま
で
に
直
接
第

１
体
育
館
へ
。（
月
曜
日
休
館
） 

そ
の
他
　
コ
マ
は
予
備
を
用
意
し

て
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
羽
子
板
は
用
意

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
第
１
体

育
館
（
　
２２
・
１
１
５
３
）
へ
。 

      

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
１１
月
１８
日
、
町
民
第
１
グ
ラ
ン

ド
で
「
第
５
回
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
二
の
宮 

準
優
勝
　
田
尻
っ
州 

 

●
加
盟
チ
ー
ム
を
募
集
中
！ 

※
詳
し
く
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
・
橋
本
（
　
２２
・
０
６
８
９
）

へ
。 

 
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

　
１１
月
１１
日
、
神
崎
郡
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
協
会
主
催
の
「
第
４
回
男
女

混
成
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大 

会
」
が
第
１
体
育
館
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

　
福
崎
町
か
ら
２
チ
ー
ム
が
参
加

し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
。 

優
　
勝
　
瓦
屋
ａ
∫ 

優勝した「瓦屋ａ∫」チームのみなさん 

１５ 



新しい年の初めに　今年の健康づくりの目標を立ててみましょう 
　「私は今年○○をがんばるぞ～」　保健センターはいつも　あなたを応援しています No.297

福崎町健康づくりキャラクター　ふくちゃん 

参加者募集!!

１６ 

≪あすへの健康教室　公開講座≫ 

「食育の時代」～全ての世代で食育を通した健康づくりを～ 

講　師　元神戸大学名誉教授 
　　　　兵庫農漁村社会研究所　代表　保田　茂さん 
日　時　１月３０日（水）１３：３０～１５：３０ 
会　場　保健センター 
 
　ご飯を中心とした昔からの日本食の良さ、地産地消を進め、
安全安心な食事をとることで、これからの健康が守られる‥ 
　食育の第一人者である保田先生をお招きし、子どもから高齢
者まで、すべての世代に共通する食育を通した健康づくりを学
びましょう。 
　多くの方に聴いていただきたい講座です。ご参加をお待ちし
ています。 
 
申込締切日　１月２１日（月）までに保健センターへ 

　人間の身体は水･タンパク質・脂肪･骨から構成されていますが、これらのバランスが崩れると、肥満･浮

腫等からさまざまな慢性疾患へ移行することがあります。この検査で体内成分のチェックを行い、これか

らの健康づくりや介護予防に役立てましょう。 

　接触電極を両手に握り、両足で足用電極の上に立つだけの簡単な検査です。ぜひこの機会に測定を受け

ましょう。 

あなたの筋肉量や脂肪量のバランスは… 
体内成分バランスのチェックを行いましょう 募集 募集 募集 

時　間　９：３０～１１：３０　１３：００～１５：００ 
対象者　小学生以上の方ならどなたでも 
分析項目　・フィットネススコア　・筋肉タイプ 
　　　　　・ウエストヒップ比　・体脂肪量　・体水分量　など 
費　用　無料 
申　込　1月２８日（月）までに保健センターへ（電話可） 
　　　　（受入人数に限りがありますので、お早めに連絡ください。） 

月日 

場所 

2月1日（金） 

保健センター 

2月2日（土） 

第１体育館 



保健センターだより 

１７ 

＊二種混合、三種混合、四種混合、日本脳炎、ポリオは、接
種間隔に気をつけましょう。 
＊麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種は、接種期間が１年間で
す。忘れず早めに接種しましょう。 
　１期（１歳から２歳の間）２期（就学前１年の幼児）３期（中
学１年生に相当する年齢）４期（高校３年生に相当する年齢） 

＊予防接種は、事前に医療機関へ電話予約してから受けまし
ょう。 

予
防
接
種 

内　　容 対　　象 場所 受付時間 月日（曜） 

一般健康相談  

母子健康手帳交付 

すくすく相談  
 

1歳お誕生相談 

3 か 月 児 健診  

4 か 月児 健 診  

10か月児のあばばクラブ 

1歳6か月児健診 

一般希望者 

妊 婦  

乳児希望者 

幼児希望者 

H２４.１月生まれの児 

H２４.１０月生まれの児 

Ｈ２４.９月生まれの児 

Ｈ２４.３月生まれの児 

H２３.５・６月生まれの児 

９時３０分～１１時 

８時３０分～１７時 

１０時３０分～１１時３０分 

１３時３０分～１５時 

９時３０分～１０時 

１３時１５分～１３時４５分 

１３時１５分～１３時４５分 

９時４５分～１０時 

１３時３０分～１４時 

１/１５（火） 

月～金 

１/１５（火） 
 

１/１５（火） 

１/２３（水） 

１/２２（火） 

１/２３（水） 

１/１６（水） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

保健センター1月定例行事予定 

◎就学前１年幼児・小学６年生・中学１年生・ 
　高校３年生に相当する年齢の方　　　　　　 
　平成２５年３月末までに、

法律にもとづく次の予

防接種を受けていただ

くことになっています。 

　まだ受けていない方は、

早めに町内指定医療機

関で受けましょう。 

　接種の際は、希望す

る指定医療機関へ電話予約し、母子健康手帳と昨

年４月に送付している予診票を持参してください。

保護者同伴が原則ですが、中学１年生と高校３年

生に限り、同意書があれば、一人で受診し接種で

きます。 

　なお、転入や紛失等により予診票・同意書がな

い方、病気等の理由により町内指定医療機関で接

種できない方は、保健センターへお越しください。 

 

　　　　予防接種の種類　　　　　　対象者 

●二種（ジフテリア・破傷風）混合 → 小学６年生 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅱ期 → 就学前１年幼児 

（平成２５年度　就学児） 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅲ期 → 中学１年生 

●ＭＲ（麻しん風しん混合）Ⅳ期 → 高校３年生 

まだの方、予防接種を　　 
　　早めに受けましょう！ 

☆個別予防接種実施医療機関《要電話予約》 

医療機関名 
山田医院 
松岡クリニック 
平野病院 
城谷医院 
吉田クリニック 

所在地 
西田原 
西田原 
西田原 
八千種 
福　田 

電話番号 
２２－５３０５ 
２２－７８８５ 
２２－１２３７ 
２２－００６４ 
２２－０００４ 

朝ごはん 
レシピ② 

朝
か
ら
ガ
ッ
ツ
リ
え
い
よ
う 

森
崎
志
桜
里
さ
ん（
福
崎
小
学
校
５
年
）の
作
品 

 
材料　・ピーマン１本　・ちりめん１０ｇ 
作り方　ピーマンを切ってたねを取り、３分ほど

ゆでてちりめんをあえる。 
 
 
材料　・水　　　　　・ふ４～５個 
　　　・わかめ５ｇ　・みそ適量 
作り方　なべに水を入れ、ふとわかめを入れ、次

にみそを入れる。そして、みそをとかす。 
 
 
材料　・ごはん２００ｇ　・のり２枚　・塩 
作り方　塩水を手にぬり、ごはん１００ｇを三角に

して、のり１枚をはる。 
 
 
材料　・ししゃも　３～４本 
作り方　グリルにししゃもをのせて６分くらい焼く。 
 
　　　　　１/２個 

ゆでピーマンとちりめんあえ 

ふとわかめの汁 

おにぎり 

くだもの 

焼きししゃも 

たまご 

公立神崎総合病院からのお知らせ 

公立神崎総合病院 
１月から常勤耳鼻咽喉科医師　着任 

　常勤耳鼻咽喉科医師が着任し、耳鼻咽喉科診療
が毎日可能となりました。 
　詳しい診療体制については、病院へおたずねく
ださい。 
　　　　　公立神崎総合病院　　３２－１３３１（代表） 

　
い
つ
も
お
母
さ
ん
は
、
か
ん
た
ん
そ
う
に 

作
る
け
ど
、
い
ざ
作
っ
て
み
る
と
疲
れ
た
。 

ピ
ー
マ
ン
の
苦
さ
を
で
き
る
だ
け
な
く
し
た
。 



◆福崎町民憲章◆ 

一、恵まれた自然を生かし、住みよい、調和
のとれた町をつくりましょう。 

一、豊かな伝統と歴史を守り、教養を深め、
香りたかい文化の町をつくりましょう。 

一、人を大切にし、みんなで助けあい、豊か
な心がふれあう町をつくりましょう。 

一、心と体をきたえ、健康で、明るく楽しい
町をつくりましょう。 

一、くふうと努力を重ね、生きがいある、未
来をひらく町をつくりましょう。 

施設電話案内 

役 場 ・ 教 育 委 員 会  
エ ル デ ホ ー ル  
文 化 セ ン タ ー  
図 書 館  
生 活 科 学 セ ン タ ー  
体 育 館  
西部子育て学習センター 
福崎子育て支援センター 
東部子育て学習センター 
サ ル ビ ア 会 館  
も ち の 木 会 館  
保 健 セ ン タ ー  
文 珠 荘  
春 日 ふ れ あ い 会 館  

社 会 福 祉 協 議 会  
第１デイサービスセンター 
第１在宅介護支援センター 
第２デイサービスセンター 
第２在宅介護支援センター 
ホームヘルパーステーション 
シルバー人材センター 
も ち む ぎ の や か た  
ス ポ ー ツ 公 園  
老 人 ホ ー ム  
青少年野外活動センター 
給 食 セ ン タ ー  
歴 史 民 俗 資 料 館  
柳田國男・松岡家記念館 

この広報誌は再生紙を使っています。 ホームページアドレス　http://www.town.fukusaki.hyogo.jp/

編集・発行/福崎町広報委員会　〒679－2280　兵庫県神崎郡福崎町南田原3116番地の1　TEL0790○0560 FAX0790○0687　印刷/中井綜合印刷㈱ TEL0790○0300２２ ２３ ２２ 

町民のうごき 

平成２４年１１月末現在 

７，２２８世帯 
９，３６４人　 
４８人　 
１５人　 

人　口 
女 
転　出 
死　亡 

１９，６２６人 
１０，２６２人 

３４人 
２３人 

 

世帯数 
男 
転　入 
出　生 

１８ 

 　
１２
月
１２
日
、
田
原
小
学
校
で
「
大
な
わ
跳
び

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
場
に
は 

「
ハ
イ
ッ
！
ハ
イ
ッ
！
」
と
い
う
大
き
な
か
け

声
！
息
を
は
ず
ま
せ
、
ど
の
ク
ラ
ス
も
す
ば
ら

し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
も
「
広
報
ふ
く
さ
き
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
福
崎
町
広
報
委
員
会
・
内
線
２
２
１
） 

■
表
紙
写
真
の
説
明 

　
今
回
の
「
ま
ち
の
先
生
」
は
、
も
ち
麦
生
産
組
合
の
植
岡
洋
子
さ
ん
で
す
。

も
ち
麦
生
産
組
合
は
、
も
ち
麦
の
生
産
か
ら
も
ち
麦
を
利
用
し
た
食
育
活
動

ま
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ

る
料
理
教
室
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
料
理
教
室
で
は
、
植
岡
さ
ん
と
参
加

者
の
方
が
に
ぎ
や
か
に
調
理
に
取
り
組
ま
れ
、
で
き
あ
が
っ
た
も
ち
麦
料
理

に
舌
鼓
を
う
た
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
福
崎
町
の
特
産
品
で
あ
る
も
ち
麦
は
、
水
溶
性
食
物
繊
維
が
豊
富
で
体
に

よ
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
で
こ
そ
、
そ
の
名
が
浸
透
し
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
は
知
名
度
を
高
め
る
た
め
に
学
校
の
授
業
等
で
Ｐ
Ｒ
を
す
る
な
ど
、
１５

年
以
上
に
わ
た
っ
て
広
報
活
動
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
も
ち
麦
の
生

産
は
、
気
象
条
件
等
の
影
響
を
受
け
や
す
い
た
め
、
安
定
的
に
生
産
・
供
給

す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
、
研
修
や
ほ
場
巡
回
等

を
重
ね
て
、
そ
の
改
善
に
努
力
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
今
回
の
取
材
で
、
生
産
組
合
の
方
々
の
ご

苦
労
の
一
端
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
生
産
組
合
で
は
、
植
岡
さ
ん
を
中
心
に
、
も
ち

麦
の
特
長
を
生
か
し
た
料
理
レ
シ
ピ
を
多
数
考
案

さ
れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
も
ち
麦
料
理
を

作
っ
て
「
福
崎
の
も
ち
む
ぎ
」
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

（
玉
田
誠
司
、
塩
見
浩
幸
、
石
川
祐
規
、
岡
本
美
菜
子
） 


